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—————– 解答上の注意事項 —————–

1. 「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない。

2. 問題冊子 1冊および解答紙 3枚がある。解答紙は 1枚ずつ切り離して使用す

ること。

3. 問題は 1 から 3 まで 3問ある。各問の解答は所定の解答紙にのみ記

入すること。

4. 解答紙の裏面を使う場合は，続きの解答を裏面の仕切り線の下に記入する

こと。

5. 解答しない問題がある場合でも，解答紙 3枚すべてを提出すること。

6. 問題冊子は持ち帰ること。



1 aを実数とし，t = sin x+ cos xとする。このとき，次の問に答えよ。

(1) sin 2xを tを用いて表せ。

(2) xがすべての実数を動くとき，tの動く範囲を求めよ。

(3) xの方程式

sin 2x− 2
√
2 a (sinx+ cos x) + 6a+ 1 = 0

が実数解をもつような aの範囲を求めよ。



2 aを正の実数とする。Cを放物線 y = x2とし，ℓを直線 y = 2ax− a3とす

る。このとき，次の問に答えよ。

(1) Cと ℓが異なる 2点で交わるとき，aの値の範囲を求めよ。

(2) (1)のとき，Cと ℓで囲まれた図形の面積を Sとする。Sを aを用いて

表せ。

(3) (2)の Sの最大値とそのときの aの値を求めよ。



3 座標空間の原点をOとし，4つの点

A(1，0，− 1)，B(0，1，1)，C(1, 1, 1), D
(
0，− 1

2
，
1

2

)
をとり，△OABの面積を αとする。このとき，次の問に答えよ。

(1) αの値を求めよ。

(2) 3点O，A，Bの定める平面に，点Cから垂線CPを下ろす。

−→
OP = s

−→
OA+ t

−→
OB

の形に表すとき，sと tの値を求め，
−→
CPを成分で表せ。

(3) (2)で求めた
−→
CPに対して，点 Eは，

−→
OE = k

−→
CP (k > 0)と表され，∣∣−→OE

∣∣ = α をみたすとする。△ABCの重心をGとするとき，
−→
OG ⊥

−→
DE

を示せ。
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